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1

経営成績

金額単位：億円

（注） 記載金額は億円未満を四捨五入しております。

前年同期比
06年度１Q 07年度１Q

増減額 増減率

売上高 653 653 0 0.1 %

営業利益 122 121 △ 1 △0.5 %

経常利益 125 128 4 2.9 %

四半期純利益 56 78 23 40.7 % 63.1 %124

61.1 %210

55.1 %220

49.1 %1,330

進捗率
07/9期
予想

中間業績予想に対する進捗
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売上高の増減要因

前年同期比
06年度１Q

増減額

653 0

07年度１Q
増減率

0.1 %売上高 653

金額単位：億円

（増収要因）

・戦略製品の堅調な推移

・輸出の増加

（減収要因）

・戦略製品以外の品目の減少

・工業所有権収入の減少



3

戦略４製品の売上高

前年同期比
06年度１Q 07年度１Q

増減額 増減率

152 12

47 2

0

△ 1

13

35

35

269

アムロジン 140 8.5 %

ガスモチン 45 4.4 %

プロレナール 35 0.5 %

メロペン 36 △ 2.7 %

戦略製品 計 255 5.1 %

金額単位：億円

（注） 売上高は、国内売上高でリベート控除前で記載しております。



4

売上原価・販売費及び一般管理費の内訳

（注） 売上原価には返品調整引当金繰入額を含めて記載しております。

金額単位：億円

06年度１Q 07年度１Q

対売上高
比率

対売上高
比率

売上高 653 － 653 － 0

売上原価 246 37.7 % 254 38.9 % 8

売上総利益 407 62.3 % 399 61.1 % △ 7

販売費及び一般管理費 285 43.6 % 278 42.6 % △ 7

販売費・一般管理費 189 29.0 % 185 28.3 % △ 4

研究開発費 96 14.7 % 93 14.2 % △ 3

営業利益 122 18.7 % 121 18.5 % △ 1

前年同期比
増減額

（売上原価）

・工業所有権収入の減少により売上高の構成が変化

（販売費及び一般管理費）

・人件費の減少

・研究開発費の減少



5

営業外損益及び特別損益の内訳

金額単位：億円

06年度1Q 07年度1Q
前年同期比

増減額

営業利益 122 121 △ 1

営業外収支 3 7 4

金融収支（受取配当金を含む）
寄付金
その他

3
△ 3

2

6
△ 2

3

2
1
1

経常利益 125 128 4

特別損益 △ 29 － 29

特別退職金 △ 29 － 29

法人税等・少数株主利益 △ 40 △ 50 △ 10

四半期純利益 56 78 23



6

2007年度業績予想

2006年度 2007年度

年間実績 中間期予想

1,330

220

210

124

230

2,612

456

432

当期純利益 226 260

409

年間予想

売上高 2,730

営業利益 460

経常利益 440

研究開発費 480

金額単位：億円

＊2007年度業績予想は本年５月に公表した数値を変更していません。
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臨床開発 進捗状況

ヱフェドリン「ナガヰ」 新投与経路： 承認取得により削除

ガスモチン 適応症追加： 第Ⅲ相に新規掲載

SMP-508： 国内第Ⅲ相準備中に変更

AS-3201： 国内－後期第Ⅱ相準備中に変更

海外－開発をエーザイ㈱に引き継ぎ、同社が
第Ⅲ相試験の計画を検討中



8

将来予測に関する注意事項

この資料に含まれる将来の予測に関する事項は、発表日現在にお
いて入手可能な情報による当社の仮定および判断に基づくもので
あり、既知または未知のリスクおよび不確実性が内在しております。

したがって、実際の業績、開発見通し等は今後さまざまな要因に
よって大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おき願いま
す。

医薬品（開発中のものを含む）に関する情報が含まれておりますが、
その内容は宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものでは
ありません。
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